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報広
いつまでも健康で住み続けられる、住みたくなるまち

◉添田町二十歳のつどい（詳細は２～３ページ）

二十歳になりました　91人の人生の門出をお祝い

祝
二十歳
二十歳

祝
二十歳
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１
月
８
日
、
久
々
の
旧
友
と
の
再
会
で

笑
顔
と
歓
声
に
包
ま
れ
た
「
二
十
歳
の
つ

ど
い
」の
会
場
と
な
っ
た
オ
ー
ク
ホ
ー
ル
。

　

式
典
で
は
、
寺
西
明
男
町
長
が
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
社
会
情
勢
が
激
し
く
変

わ
る
な
か
、
二
十
歳
を
迎
え
た
皆
さ
ん
は

仕
事
、
家
庭
と
多
様
な
道
を
進
ん
で
い
る

と
思
う
。
周
り
の
人
々
に
感
謝
し
、
責
任

と
誇
り
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
持
ち
、

こ
の
よ
う
な
困
難
な
状
況
で
も
果
敢
に
立

ち
向
か
っ
て
頂
き
た
い
」
と
期
待
を
込
め

て
激
励
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
時
代
の

恩
師
や
来
賓
な
ど
か
ら
温
か
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
贈
ら
れ
る
と
、
二
十
歳
を
迎
え
た
皆

さ
ん
は
静
か
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

恒
例
と
な
っ
た
中
学
時
代
な
ど
の
懐
か
し

い
写
真
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
上
映
で
は
当

時
を
思
い
出
し
て
、
ホ
ー
ル
は
笑
い
の
渦

に
。
式
典
の
最
後
に
は
、
中
学
２
年
生
時

に
20
歳
に
な
っ
た
自
分
へ
向
け
て
書
い
た

手
紙
「
二
十
歳
の
キ
ミ
へ
」
を
ム
エ
タ
イ

ア
ジ
ア
王
者
の
松
井
蓮
汰
さ
ん
（
真
木
）

が
「
ム
エ
タ
イ
を
続
け
て
い
ま
す
か
？
今

の
夢
は
世
界
王
者
で
す
」
と
読
み
上
げ
、

二
十
歳
代
表
の
江
川
桜
湖
さ
ん
（
庄
中
）

が
「
社
会
人
と
し
て
の
責
任
と
自
覚
を
持

ち
、
一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
き
た
い
」
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
友
人
た
ち
と
写
真
を

撮
り
合
っ
た
り
、
思
い
出
話
を
し
た
り
し

て
旧
交
を
温
め
合
っ
て
い
ま
し
た
。

て
旧
交
を
温
め
合
っ
て
い
ま
し
た

【２ページ】❶❷式典中、来
賓挨拶に聞き入る二十歳の皆
さん❸二十歳代表で謝辞を述
べる江川さん❹二十歳のキミ
へを朗読後、チャンピオンベ
ルトを肩に出席者に語りかけ
る松井さん【３ページ】❺～
14式典終了後、会場玄関で友
人たちと記念写真を撮り合う
二十歳の皆さん

令和４年４月から成年年齢が18歳に引き下げられましたが、
添田町ではこれまでどおり20歳の人を対象に「二十歳のつど
い」として記念式典を実施しました。今年は該当者91人のう
ち、晴れ着などで華やかに装った 62人が式典に臨みました。

ハタチを迎えた91人を祝う

二十歳のつどい

◉成人式から二十歳のつどいへ

先生になります

神﨑 誉行　

ムエタイ

　　　世界王者 !

松井 蓮汰

住民を守る !!

舞野 遥馬

素敵な女性に

なります !

星野 空羽嫁に行く!!
江川桜湖　黒木理代
恒田ほのか　松岡莉央

10

14 13

12

11

❾

❽ ❼ ❻ ❺

❹ ❸ ❷ ❶

令和令和報そえだ（令そ だ報そえだ（令報そえだ（令 ）和３年２月号）　和３年２和３年２月号）和３年２月号） ２２２２

二
十
歳
の

　　　　　

誓
い

二
十
歳
に
な
っ
た
皆
さ
ん
に

こ
れ
か
ら
の
目
標
を
聞
い
て

み
ま
し
た
。
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申告受付期間 >>>２月16日㊍ ～３月15日㊌

【 所得税に関する問い合わせ／田川税務署個人課税部門 ☎ 44-0430 】 【 町県民税に関する問い合わせ／役場住民課税務・滞納対策係 ☎ 82-1234 】

　今年も税の申告が始まります。障害年金や遺族年金を受給
している人、収入がなく扶養になっている人も申告が必要な
場合がありますので、期間中に役場で申告を行ってください。

税の申告申告税の申告

９時～16時（㊏・㊐・㊗は除く）

 ■ 町県民税の申告をしなければならない人
▶令和５年１月１日現在、添田町に居住している人　
▶令和４年中に営業、農業、不動産などの収入がある人
▶定住促進支援金（一時所得）や個人年金（雑所得）　
　がある人
▶ 18歳以上の国民健康保険加入者
※パートやアルバイトなどの収入がある人も、申告が
必要な場合があります。

 ■ 申告のときに必要なもの　
▶給与や公的年金の源泉徴収票など収入のわかるもの
▶営業や農業所得などの収支内訳書　
▶生命保険料や地震保険料の控除証明書　
▶障害者控除を受ける人は障害者手帳などの証明
▶寄附金控除を受ける人は領収書や受領書

 ■ 公的年金受給者や国保加入者は特にご注意を
▶公的年金収入額が400万円以下で、それ以外の所得
　が20万円以下の場合は、所得税の確定申告はする必
　要はありませんが、町県民税の申告は必要です。
▶国民健康保険に加入している世帯は、収入がない場
　合でも必ず申告しなければなりません。申告をしな
　い場合は、所得証明書の交付や国民健康保険税の軽
　減措置が受けられませんので注意してください。

▶医療費控除を受ける人は医療費明細書や領収書（補
　てんされた金額のわかるもの）
※事前の集計をお願いします。
▶マイナンバーカードや通知カード
▶申告する本人名義の通帳など口座番号のわかるもの

 ■ 各種税の申告と納付の期限を忘れずに
▶所得税・贈与税＝３月15日水まで
▶個人事業者の消費税と地方消費税＝３月31日金まで

 ■ 振替納税を利用している人の振替日
▶所得税 ＝４月24日月
▶個人事業者の消費税・地方消費税＝ 4月27日木
※新たに振替納税を利用する場合は「預貯金口座振替
　依頼書」の提出が必要です。

 ■ 簡単便利な振替納税
　「確定申告後、納付書をも
らっていたけど、うっかり払い忘
れていた」「銀行が遠くて行くのが大変」。
納付期限を過ぎてしまうと利子税（延滞金）が発生す
ることもあります。口座振替にしておけば、引き落と
し日の前に、お金を通帳に入れておくだけ。簡単・確
実で払い忘れることもありません。口座振替を利用す
ると納期限にゆとりができます。

忘
のが大変」。
忘
のが大変」。

自宅で簡単 ｅ－Ｔａｘで確定申

◉スマートフォンとマイナンバーカードでｅ ‒Ｔａｘ、ＩＣカードリーダライタは不要です！
　スマートフォンとマイナンバーカードがあればいつでもどこでもｅｰＴａｘ（国税電子申告・納税
システム）による申告ができます。パソコンで申告書を作成するときも、スマートフォンのマイナポー
タルアプリでパソコン上に表示された二次元コードを読み取れば、ｅｰＴａｘによる申告ができます。
※ｅｰＴａｘにはマイナンバーカード読取対応のスマートフォンが必要です。

　　　　　　対応するスマートフォンの確認はマイナポータルで確認できます。

　　　　　　また、ｅｰＴａｘでマイナポータルアプリを利用するときに、マイ

　　　　　　ナンバーカードの暗証番号（署名用：英数字６～16桁、利用者証

　　　　　　明用：数字４桁）が必要です。

告！

役　場　　役場１階特１会議室申告会場 >>>
税務署　　たがわ情報センター（田川市）

322

田川伊田駅

福岡県立大学田川市役所

伊
田
郵
便
局

彦
山
川

たがわ情報
センター

伊田大橋

※青色申告などの人は、たがわ情報センターで申告を
してください。また、たがわ情報センターで不動産の
売却や贈与税の申告相談を希望する人は、期間中の火
曜日から金曜日の間にお越しください。

２月26日㊐ ９時～16時は申告を受け付けます（添田町役場のみ）

新型コロナウイルス感染症対策のため、次の点
にご協力をお願いします
▶入場整理券の配布（配布状況によっては、後
　日の来場をお願いする場合があります）
▶マスク着用、アルコール消毒液利用のお願い
▶必要最少人数での来場のお願い
▶検温の実施（37.5度以上の発熱が認められる
　場合は入場をお断りすることがあります）
※電子申告や郵送提出にご協力をお願いします。

！

◉申告書の作成は「確定申告書等作成コーナー」から！
　「確定申告書等作成コーナー」では、画面の案内に沿って金額などを入力するだけで、所得税及び
復興特別所得税、消費税及び地方消費税、贈与税の申告書や青色申告決算書・収支内
訳書の作成・ｅｰＴａｘによる送信（提出）ができます。また、自動計算されるので計
算誤りがなく、スマートフォンで申告するときには、カメラで源泉徴収票を読み取る
と給与金額などが自動入力されます。

◉青色申告決算書・収支内訳書がスマホで作成可能に！
　「確定申告書等作成コーナー」で作成できる申告書などは、次のとおりです。
▷所得税及び復興特別所得税の確定申告書　▷青色申告決算書・収支内訳書　
▷消費税及び地方消費税の確定申告書　▷贈与税の申告書
確定申告手続では、生命保険料控除証明書などのデータをマイナポータルを通じ
て一括入手し、申告書へ自動入力することが可能です。詳しくは国税庁
ホームページで確認ください。

◉マイナンバーカードを持っていない人は
　ＩＤ（利用者識別番号）とパスワードでｅｰＴａｘ申告ができます。ＩＤとパスワードは税務署で
本人確認を行った後に発行されます。詳しくは田川税務署まで問い合わせください。

ＩＣカードリーダライタは不要です

↑国税庁「確定申
告特集」は上記二
次元コードから

令 ４ 分年和

↑マイナンバー
対応のスマホは
コチラで確認

カードリーダライカ ドリ ダラライ

マイナポータル連携特設ページへ→
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野 良猫についてお知らせした広報そえだ１月号。今月はもう一つの猫事情「飼い猫」
についてお知らせします。

　外で自由に過ごす動物との印象も強い猫ですが、家庭で飼う場合は室内だけでの飼育
が可能です。飼い猫と安心して過ごせるように、室内飼育に向けた工夫をしましょう。

問 役場保健福祉環境課環境保全係（☎ 82-1232）

● 終生飼養は飼い主の義務です

◉不妊去勢手術の実施不妊去勢手術の実施
　手術には、望まない妊娠の防止だけでなく、発手術には、望まない妊娠の防止だけでなく、発
情期特有のマーキング行為や鳴き声、病気を抑え情期特有のマーキング行為や鳴き声、病気を抑え
る効果もあります。飼い猫の頭数や健康状態の適る効果もあります。飼い猫の頭数や健康状態の適
正維持・管理に努めましょう。正維持・管理に努めましょう。

添田町の猫事情　【飼い猫編】

◉猫にも首輪の装着を！猫にも首輪の装着を！
　いざ迷子になった時に備えて、首輪に名札や飼いざ迷子になった時に備えて、首輪に名札や飼
い主の情報を付けておきましょう。首輪や名札にい主の情報を付けておきましょう。首輪や名札に
連絡先を書いておけば、保護されたときにすぐに連絡先を書いておけば、保護されたときにすぐに
飼い主のところへ帰ってくることができます。飼い主のところへ帰ってくることができます。

「猫」を飼うために必要なこと

◉不妊去勢手術の実施
手術には、望まない妊娠の防止だけでなく、発

情期特有のマーキング行為や鳴き声、病気を抑え
る効果もあります。飼い猫の頭数や健康状態の適
正維持・管理に努めましょう。

◉猫にも首輪の装着を！
いざ迷子になった時に備えて、首輪に名札や飼

い主の情報を付けておきましょう。首輪や名札に
連絡先を書いておけば、保護されたときにすぐに
飼い主のところへ帰ってくることができます。

３ 年に一度の民生委員・児童委員の全国一斉改選が行われ、令和４年12月１日から35人（民生
児童委員33人、主任児童委員２人）が、厚生労働大臣の委嘱を受けました。民生委員は、児

童委員を兼任し、高齢者や障がい者の福祉に関すること、子育てや介護などの不安に関する様々な
相談支援を行います。また、一部の児童委員は特定の区域を担当せず、児童に関することを専門的
に担当する主任児童委員の指名を受けています。任期は、令和７年11月30日までの３年間です。心
配ごとや困りごとなどがあれば、気軽に相談ください。相談無料で秘密は厳守されます。

民生委員・児童委員民生委員・児童委員

今回の改選で、次の９人が退任されました。
長い間、大変お疲れさまでした。

頼れる身近な地域の相談員

民生委員・児童委員

委員名
（敬称略） 担当行政区 委員期間

髙千穗元子 英彦山   ６年６月
田中　　嘉 野田   ３年
藏本　哲也 伊原   12年
手島　弘紀 庄上   ６年
溝口　洋子 桜橋   ３年
大田原　靖 庄東・峰地北   ９年
平田　智子 庄西   12年
木下　芳博 真木   ９年
宮内　櫻雄 上津野   12年

◉室内飼育を行うためには室内飼育を行うためには
　猫は上下運動や高い所を好みます。キャットタ
ワーや家具を利用して運動できるようにしましょ
う。また、爪とぎや清潔なトイレ、隠れ場所を用う。また、爪とぎや清潔なトイレ、隠れ場所を用
意して落ち着ける環境を作ることも大切です。意して落ち着ける環境を作ることも大切です。

◉室内飼育のメリット室内飼育のメリット
　現在の交通事情や住宅事情を考えると、猫を戸現在の交通事情や住宅事情を考えると、猫を戸
外に出すことはとても危険です。飼い猫の事故や、外に出すことはとても危険です。飼い猫の事故や、
野良猫から病気をうつされるリスク、糞尿や鳴き野良猫から病気をうつされるリスク、糞尿や鳴き
声で近所の方に迷惑をかけるなどのトラブルの心声で近所の方に迷惑をかけるなどのトラブルの心
配がなくなります。配がなくなります。

◉室内飼育のメリット
現在の交通事情や住宅事情を考えると、猫を戸

外に出すことはとても危険です。飼い猫の事故や、
野良猫から病気をうつされるリスク、糞尿や鳴き
声で近所の方に迷惑をかけるなどのトラブルの心
配がなくなります。

◉室内飼育を行うためには
猫は上下運動や高い所を好みます。キャットタ

ワーや家具を利用して運動できるようにしましょ
う。また、爪とぎや清潔なトイレ、隠れ場所を用
意して落ち着ける環境を作ることも大切です。

外での放し飼いは、野良猫と同様に多くのリスクやトラブルがあり、大切な飼い猫を危険な目
に遭わせてしまいます。暮らしの中で、飼い猫がその一生を安心して終えられるように、責任を
　　　　　　　　　　　　　持って飼育してください。
　　　　　　　　　　　　　万が一、飼えなくなった場合は、安心して譲れる飼い主を
　　　　　　　　　　　　　探しましょう。飼い猫の遺棄は不幸な野良猫が増える原因
　　　　　　　　　　　　　になるとともに、動物の愛護及び管理に関する法律違反で
　　　　　　　　　　　　　処罰される可能性があります。

民生委員・児童委員
担当行政区 委員名 担当行政区 委員名
英彦山 橋本　道夫 庄中 平野　澄枝
上落合二 藤井　公義 庄西 松下　信彰
上落合一 入口冨士男 峰地団地 鬼丸　秀雄
下落合 梅野由美子 新城 福澤　憲昭

桝田・一ノ宮 伊藤　千秋 岩瀬 加来　　勉
旧三崎 鈴見　　聡 真木 小畑　眞二
野田 﨑山　利昭 真木団地 中嶋　豊弘
添田東 岩田　惠里 峰地 方志　博親
添田中 空閑　一教 上中元寺 鎌田芙美代
添田西 田中須美惠 下中元寺 原　　珠美
町一 熊谷　好和 下中元寺不動 西山　　司
町二 伊川　加代 上津野 髙瀨　千束
町三 田中美津子 中津野 金子富士子
町四 鈴見　範親 下津野 𠮷竹由美子
伊原 樋口　啓一 主任児童委員 ⻆﨑　久美
豊川 安方　泰広 主任児童委員 足立美智子
庄上 林　　節子
桜橋 田島ゆかり

庄東・峰地北 西山　典子

民生委員は住民に寄り添い行政や専門
機関に「つなぐ」活動を行っています

民生委員は地域の身近な相談相手である「福祉

ボランティア」で、高齢者・障がいのある人・

子育て中の人・生活に困っている人など、だれ

でも相談できます。生活上の困りごとを聞きな

がら必要な支援が受けられるよう、住民と行政

や専門機関をつなぎます。

地域住民 行政機関など民生委員

相談

協力支援

連携

※お住いの地域を担当する民生委員・児童委員
の連絡先は、役場保健福祉環境課まで問い合わ
せください。

（敬称略）

問 役場保健福祉環境課福祉・高齢者支援係（☎ 82-1232）

るように、責任を

飼い主を
える原因
律違反で

飼育
う。

ャットタャットタャットタ

宮
←民生委員・児童委員のマークは、幸せのめばえを示す「四つ葉
のクローバー」と、平和のシンボル「鳩」をかたどっています。
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まちの話題
My Town Topics 問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82-4000）

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

大人も幸せになる絵本の読み聞かせ

大人も読書を楽しむための時間を作ろう！
男女共同参画推進セミナー「ＬＧＢＴ講座」

多様な性が尊重される社会を目指して

↑自身もトランスジェンダーであることを公表している荒牧さん

12月17日、性
の多様性などの
研修を企業や学
校で行っている
荒牧明楽さんを
講師に男女共同
参画セミナーが
開催されました。
ＬＧＢＴは性的
少数者の総称で、
荒牧さんは「ＬＧＢＴの人たちは11人に１人の割合で身
近にいて、あなたがＬＧＢＴを打ち明けられたときには、
ありのままを受け入れることが大切」と話していました。

シニアパワーアップ塾

色とりどりの寄せ植えができました

↑寄せ植えはオークホールロビーに飾っています

　シニア世代の
皆さんの豊かな
知識や経験を活
かし、ボランティ
ア活動に参加す
るきっかけづく
りを行うシニア
パワーアップ塾
で、ガーデニン
グ技術の向上な
どを目的に「寄せ植え教室」が開かれました。講師の大
石清子さんのアドバイスで、冬の花のシクラメンや葉ボ
タン、ビオラなどを鉢に植え、華やかな作品ができました。

↑参加者に絵本を読み聞かせる読書会会員の清水さん

　１月12日、町
立図書館で読書
を楽しむ時間を
つくろうをテー
マに「大人も幸
せになる絵本の
読み聞かせ」が
開かれ、10人が
参加しました。
「はつてんじん」
「きつねのおきゃくさま」などの絵本を読み聞かせしたあ
と、感想の交換を行い、物語を聞く、語る楽しさを実感
した時間となりました。次回は２月９日に開催します。

添田町農業委員会

農業委員会にさらなる女性の登用を

↑次期農業委員会改選には女性２人の応募がありました

　添田町農業委
員会（鶴我國晴
会長）は、県農業
委員会女性ネッ
トワークから、
さらに女性農業
委員を登用する
よう要請を受け
ました。12月22
日、女性ネット
ワークの吉武順子さん（宗像市）から要請書を受け取った
鶴我会長は「次期改選で女性委員が増えれば、いろいろ
な視点から議論できる委員会になる」と話していました。

添田町消防出初式

年の始めに防災への決意を誓う

　防災への決意を誓う添田町消防団による出
初式が１月８日、そえだドームで行われ団員
132人が参加しました。２年ぶりの多くの来
賓を招いての出初式に、団員たちは号令に合
わせ機敏な動作で服装点検や分列行進を行い
ました。式典では消防団員表彰の後、梶原茂
敏団長が「昨年は例年に比べ火災が多かった
が、一致団結して消火
活動ができた。今後も
地域防災の要として積
極的に災害対応を行っ
ていきます」と決意を
示しました。

↑消防庁長官表彰をうける有川副団長

↓梶原団長を先頭に服装点検を行う寺西町長と、畠田町議会議長ら来賓の皆さん

↓「地区の自主防災組織設立なども気軽に相談ください」と話す有川防災専門官㊧と寺西町長㊨

危険業務従事者叙勲

有川芳仁さんが瑞宝双光章受章

　昭和56年に田川地区消防組合で消防士を拝
命した後、平成31年までの38年間、田川地域
住民が安全・安心して暮らせるよう消防士や
救急救命士、消防司令長として勤務した有川
芳仁さん（一ノ宮）が瑞宝双光章を受章しま
した。有川さんは消防勤務を振り返り「消防
学校卒業後すぐに起きた田川市、伊田商店街
の火災が心に残っています。天井が焼け落ち
る中での消火活動で、火災・災害の怖さを知
りました」と話してくれました。有川さんは
消防組合退職後に添田町防災専門官として勤
務し、防災計画の策定や災害発生時の対応な

ど町の地域防災力強化に尽力しています。

↓「今後は遠賀川防災エキスパートリーダーとして、地域に貢献したい」と話す諌山さん㊧

令和４年秋の叙勲

諌山立生さんが瑞宝双光章受章

　昭和45年に建設省（当時、現国土交通省）
入省以来、平成24年の退官まで40年余りにわ
たり河川改修やダム管理・防災業務に携わっ
てきた諌山立生さん（桝田）が瑞宝双光章を
受章しました。諌山さんは、平成24年の九州北
部豪雨時には松原・下

しもうけ

筌ダムを管理する筑後
川ダム統合管理事務所長として24時間体制で
ダムの防災操作に従事。また、彦山川を管理
する遠賀川河川事務所にも通算12年勤務し、
遠賀川水系の河川改修計画などに従事してき
ました。受章に際し「16年間もの単身赴任で妻、
子ども、母に迷惑をかけてきました。受章は
家族のおかげです」と話してくれました。

↑分列行進は団旗、有川副団長、長尾副団長を先頭に全団員が参加しました

↓園児も大興奮の、箱をたたくと勢いよく飛び出した霧状の空気がかたまりとなって飛んでいく「空気砲」の実験

子育て支援センターサイエンスショー

魔法のような科学現象に大興奮

　１月13日、九州サイエンスラボ株式会社の
サイエンスメッセンジャー石橋一樹先生を迎
え、「かず先生のわくわくサイエンスショー」
が開かれました。かず先生は「しゃぼん玉は
どうして浮かぶの？」、「空気に重さはある
の？」などの疑問に科学実験を交えて説明し
ていきます。参加した町内幼稚園、保育園の
年長さんは、空気中を
空気がかたまりとなっ
て飛ぶ「空気砲」の実
験など、数々の魔法の
ような科学実験に大興
奮していました。

↑普段は意識していない「空気の流れ」や「空気の重さ」などを目に見える形で行う実験の数々に、園児らは驚きの連続でした



ＪＲ九州では、令和５年夏開業予定のＢＲ
Ｔひこぼしライン（正式名称：日田彦山

線ＢＲＴ）の開業に向け専用道の工事など準備
を進めています。そのＢＲＴ専用道（彦山―宝
珠山）の工事状況がＹｏｕＴｕｂｅ で公開され
ました。第１弾として、ＢＲＴ専用道のうち深
倉駅から筑前岩屋駅手前の釈迦岳トンネル手前
の一部区間を、工事車両にカメラを搭載し走行
した前面展
望動画が公
開されてい
ます。ぜひ、
ご覧くださ
い。

地域の繁栄願う、新年の風物詩
町二行政区でどんど焼き

↑10ｍを超えるやぐ
らに恐る恐る火をつ
ける子どもたち

←火がつけられた後、
小雨の降る中でした
が、やぐらは勢いよ
く燃えました

　１月14日に町二公民館横の空き地で新年の風物
詩であるどんど焼きが行われました。新型コロナ
ウイルス感染症予防から３年ぶりの実施となった
どんど焼き。小雨が降るなか、山から切り出した
竹や家庭から持ち寄った正月飾りなどで組んだ高
さ10メートル以上のやぐらに地域の子どもたちが
点火すると、炎は空に向かって勢いよく伸び、パ
チパチと音を立てながら徐々に燃え上がります。
町二行政区長の椎野英樹さんは「コロナなど嫌な
ものを焼き払い、新しい気持ちで新年をスタート
させることができます」と話し、今年一年の健康
や地域の繁栄を参加者全員で願っていました。
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３
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送信先 koho@town.soeda.fukuoka.jp

①お子さんの写真　
②お子さんの氏名　
③名前の読み方　
④誕生日　⑤年齢　
⑥行政区　⑦メッセー
ジ（50文字以内）
⑧保護者の連絡先
を送信してください。

3月生まれの締め切りは
２月13日月です。

問 役場総務課広報・秘書係 (☎ 82-4000)

11　広報そえだ（令和５年 2月号）

２月生まれ
HAPPY
BIRTHDAY

隼ちゃん。誕生日おめでとう。
春から１年生。ちゃんと早く起
きてね♪　　　パパ、ママより

平名  隼
しゅんじ

治ちゃん 
２月 14日生 ❻・岩瀬

↑動画の視聴は
コチラから

ＢＲＴ専用道の工事状況をＢＲＴ専用道の工事状況を
公開しています公開しています

ＢＲＴ専用道の工事状況を
公開しています

↑深倉駅付近の
様子

←釈迦岳トンネ
ル入口の様子

問 役場まちづくり課歴史文化財係（☎82-1236）歴まちコラム　～歴史と文化のふる里探訪～

ま
た
、
後
白
河
法
皇
が
当
時
の
流

行
歌
を
ま
と
め
た
『
梁

り
ょ
う

塵じ
ん

秘ひ
し
ょ
う抄

』

と
い
う
書
物
に
も
英
彦
山
が
登
場

し
ま
す
。
歌
詞
の
な
か
に
「
筑ち

く
し紫

の
霊れ

い
げ
ん
し
ょ

験
所
は
…（
中
略
）…
彦
の
山
」

と
あ
り
、
こ
の
頃
に
は
す
で
に
神

仏
の
ご
利
益
が
あ
る
場
所
と
し
て

知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
ら
『
中
右
記
』
や
『
梁

塵
秘
抄
』
は
地
位
の
高
い

人
々
に
関
連
す
る
も
の
で
す
が
、

江
戸
時
代
に
な
る
と
歌
舞
伎
な
ど

広
く
一
般
の
人
々
の
娯
楽
に
も
英

彦
山
を
舞
台
と
す
る
も
の
が
現
れ
、

よ
り
一
層
多
く
の
人
々
が
知
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に

英
彦
山
で
行
わ
れ
た
「
松ま

つ
え会

神
事
」

に
は
、
わ
ず
か
２
日
間
で
７
〜
８

万
の
人
々
が
訪
れ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

多
く
の
人
々
が
参
拝
す
る
英

彦
山
神
宮
は
、
稲
の
豊
作

を
も
た
ら
す
農
業
神
と
し
て
知
ら

れ
る
「
天

あ
め
の

忍お
し
ほ
み
み
の
み
こ
と

穂
耳
命
」
が
ご
祭
神

で
す
。別
名
は「
正ま

さ
か
つ
あ
か
つ
か
ち
は
や
ひ

勝
吾
勝
勝
速
日

天あ
め
の
お
し
ほ
み
み
の
み
こ
と

之
忍
穂
耳
命
」
と
も
呼
ば
れ
、

最
初
の
６
文
字
か
ら
は
「
私
が
正

し
く
、
素
早
く
勝
つ
」
と
い
う
意

味
が
読
み
取
れ
ま
す
。
ご
祭
神
の

名
前
に
「
勝
」
の
文
字
が
３
つ
も

入
っ
て
お
り
、
勝
負
事
に
は
縁
起

が
良
さ
そ
う
で
す
。
こ
こ
一
番
の

勝
負
の
時
な
ど
、
お
参
り
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
文
・
西
山
紘
二
学
芸
員（
ま
ち
づ

く
り
課
歴
史
文
化
財
係
）】

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
伝
達
手
段

が
な
か
っ
た
時
代
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
に
ま
で
名
前
が
知
ら
れ
て
い
た

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
英
彦
山
」
で
す
。
今
回
の
歴
ま
ち
コ
ラ

ム
は
、
英
彦
山
が
記
さ
れ
た
日
記
や
書
物
を
紹
介
し
ま
す
。

今
か
ら
約
930
年
前
、
平
安
時

代
の
京
都
に
住
む
公
家
の

藤
原
宗む

ね
た
だ忠

と
い
う
人
の
日
記
に
英

彦
山
が
登
場
し
ま
す
。
宗
忠
は
中な

か

御み
か
ど門

と
い
う
場
所
に
住
み
、
右
大

臣
と
い
う
役
職
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
最
初
の
一
文
字
を

と
っ
て
、
そ
の
日
記
は
『
中ち

ゅ
う
ゆ
う
き

右
記
』

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
当
時
の
様
子

な
ど
を
知
る
上
で
、
大
変
貴
重
な

資
料
で
す
。
寛
治
８
（
１
０
９
４
）

年
に
、
英
彦
山
と
安
楽
寺
（
太
宰

府
市
）
の
僧
侶
が
「
闘と

う

乱ら
ん

」
し
た

こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
具

体
的
な
内
容
は
不
明
で
す
が
、
福

岡
か
ら
遠
く
離
れ
た
京
都
に
住
む

人
が
わ
ざ
わ
ざ
日
記
に
書
き
留
め

る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
大

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
出
来
事

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

平
安
時
代
、
遠
く
離
れ
た

京
都
で
も
名
の
知
れ
た
英
彦
山



妊娠届出時から妊婦や特に０歳から２歳の低年
齢期の子育て家庭に寄り添い、出産・育児な

どの見通しを立てるための面談や継続的な情報発信
を行うことを通じて、家庭ごとに必要な支援につな
ぐ「伴走型相談支援」と「経済的支援」を一体とし
て実施する事業が創設されました。町では２月１日
から「添田町出産・子育て応援交付金事業」として、
子育て家庭への支援を実施します。
◉伴走型相談支援
　　　妊産婦が抱える様々な不安を解消するため、
の　保健師など職員が妊娠届出時や妊娠８か月頃、　
　　産後など定期的に「面談」を行います。また、妊
　　娠中にアンケートを行うなど妊娠から出産・子育
　　てまで一貫して妊産婦や子育て家庭に寄り添い、
　　相談支援を行います。
　　　◉経済的支援
　　　▶出産応援ギフト
　　　　妊娠届出時「面談」を実施した妊婦に「出
　　　　産応援ギフト」として５万円を支給します。

まちからのお知らせ＆情報

福岡県からのお知らせ  ぜひご利用ください

福岡県では平成29年九州北部豪雨災害から毎年
のように起こる災害時に適切な行動がとれる

よう、現在運用している「防災メール・まもるくん」
を強化し、気象や避難情報などが容易に入手できる
スマートフォンアプリ「ふくおか防災ナビ・まもる
くん」の配信を開始しました。
◉主な機能
▷「現在地」や登録した県内市区町村の線状降水
　帯発生予報や警報などの気象情報、避難情報など
　の配信　▷知りたい避難所の情報を「地図上」で
　わかりやすく配信　▷いざというときにとるべき
　行動を「イラスト」で配信　など
問 役場防災情報管財課防災安全係（☎ 82-4002）

昨 年度から停止していた英彦山ライブカメラ
を福岡県宿泊税を活用して、「英彦山別所駐

車場」周辺が視聴できるよう設置場所を変えて配
信を再開しました。
　積雪状況をはじめ、別所駐車場の混雑状況や季
節の移ろいをリアルタイムで確認することができ
ます。ＹｏｕＴｕｂｅで24時間配信していますの
で、パソコ
ンやスマー
トフォンで
お好きな時
間にお好き
な場所でご
覧ください。

２月から出産・子育て応援事業がスタートします

妊娠から出産まで切れ目のない支援を行います

英彦山ライブカメラ配信中

英彦山別所駐車場周辺の様子が
リアルタイムで確認できます

←ライブ配信は左記二次元コードから視聴できます

防災アプリ「ふくおか防災ナビ・
まもるくん」配信開始

問 役場まちづくり課観光振興係（☎82-1236）アプリダウンロードはこちらから→
【Ａｐｐ　Ｓｔｏｒｅ】　

←アプリダウンロードはこちらから
　【Ｇｏｏｇｌｅ　Ｐｌａｙ】

▷支給対象者
・令和４年４月１日以降に妊娠届を提出した人　
・令和４年３月31日以前に妊娠届を提出し、令和４年
　４月１日以降に出産した人
▶子育て応援ギフト
　出産後「面談」を実施した新生児１人あたりに「子
　育て応援ギフト」として５万円を支給します。
▷支給対象者
・令和４年４月１日以降に生まれた新生児の養育者
※ギフト支給に関する案内は、妊娠届提出後の面談時
と、出産後に行う面談時に行います。
※さかのぼって対象となる令和４年４月
から令和５年１月までに妊娠届出・出産
をした人は、２月中旬以降、順次案内
を送付します。
問 役場保健福祉環境課
　 健康対策係（☎ 31-5001）
　※ 1月29日から電話番号を変更
　しました。

◉伴走型相談
　 　妊産婦
のののののののののののの 保健師な
　 産後など
　 娠中にア
　 てまで一
　　相談支援
　 　◉経済
　 　▶出産
　 　　妊娠
　　 　　産応
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Informationくらしに役立つ情報満載

▼
申
込
期
間　

２
月
17
日
金
〜
３
月

17
日
金

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
３
―
72
―
１
１
９
３
）

※
月
曜
休
館

　

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

地
域
事
務
所
で
は
随
時
説
明
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
ご
都
合
に
合
わ
せ

て
個
別
説
明
や
出
張
説
明
も
可
能
で

す
。
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

地
域
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

　

田
川
・
小
竹
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
令
和
５
年
度
の
施
設
内
職
業
訓

練
生
（
４
月
期
入
校
生
）
を
募
集
し

ま
す
。

▼
入
校
試
験
日　

３
月
10
日
金
／
筆

　

記
お
よ
び
面
接

▼
募
集
期
間　

２
月
９
日
木
〜
３
月

　

２
日
木

▼
募
集
科　

▽
田
川
校
＝
電
気
工
事

　

科
、
自
動
車
整
備
科
、
木
工
家
具

　

科
、
エ
ク
ス
テ
リ
ア
左
官
科
、
Ｏ

　

Ａ
事
務
科　

▽
小
竹
校
＝
プ
ロ
グ

　

ラ
ム
設
計
科
、　

自
動
車
整
備
科
、

　

機
械
加
工
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
、
建
築

　

科
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
、
デ
ザ
イ

　

ン
塗
装
科

※
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
置

い
て
い
る
募
集
要
項
、
ま
た
は
職
業

訓
練
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

fukuoka-kunren.ac.jp/

）

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
立
田
川
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
44
―
１
６
７
６
）

福
岡
県
立
小
竹
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
０
９
４
９
―
62
―
６
４
４
１
）

募
集

　

庭
木
の
育
て
方
や
、
庭
作
り
の
基

礎
知
識
な
ど
を
座
学
で
学
ぶ
「
緑
の

教
室
」
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き　

４
月
〜
12
月
（
５
月
を
除

　

く
）
の
原
則
第
３
ま
た
は
第
４
日

　

曜
日
（
全
８
回
）

　

①
9
時
30
分
〜

12
時　

②
13
時

30
分
〜
16
時　

　

③
動
画
受
講

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

県
内
在
住
で
、
年
間
を

　

通
じ
て
出
席
で
き
る
人

▼
定
員　

①
、
②
各
50
人　

③
30
人

▼
参
加
費　

無
料

自
衛
隊
募
集
説
明
会

福
岡
県
公
共
職
業
訓
練
の

施
設
内
訓
練
生
募
集

「
緑
の
教
室
」
受
講
者
募
集

 スロープカー
　　　 運休のお知らせ
　スロープカーの新車両入れ替え作業のため、
下記の期間、全面運休します。ご迷惑をおか
けしますがご了承ください。

◉運休期間 ２月20日月～３月中旬
※運行再開の日程は、決まり次第ホームペー
ジなどでお知らせします。
問 英彦山スロープカー（☎ 85-0375）
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教育のひろば

問 教育委員会学校教育課学校教育係（☎ 82-5963）

学校・家庭・地域が連携し

学校安全体制の充実へ

　令和3・4年度に福岡県から委託を受けて「学
校安全総合支援事業」を実施しました。学校安
全総合支援事業とは、学校安全の組織的取組や
外部専門家の活用などを通じた学校安全体制構
築の推進を目指すものです。添田小学校を拠点
校として行った取組内容の一部を紹介します。

◉交通安全
　「子ども見守り応援団」エントリーシートを活
用して、地域ボランティアの皆さんや保護者の
皆さんによる、児童・生徒の見守り体制をつく
ることができました。これにより、児童・生徒
の交通安全
に対する意
識と実践力
を、学校・
家庭・地域
が連携して
高めていく
ことができ
ました。子
ども見守り
応援団に協
力いただい
た皆さん、
ありがとうございました。また、引き続き、子
どもたちの登下校の見守りをよろしくお願いし
ます。

◉災害安全
　添田町では台風や大雨による災害の事案が起
こっていることから、町が作成しているハザー
ドマップを活用した学習や、長期宿泊学習を通
じて、災害時でも生かすことができる火起こし
体験、防災視点からの植樹活動などを実施しま
した。日常生活では感じることが少ない体験を
通じて、災害安全に関する意識を高めることが
できました。

　事業に協力いただいた皆さん、ありがとうご
ざいました。

↑「子ども見守り応援団」による通学路
　の見守りマップ。●の場所で見守って
　くれています。



▼
と
き　

２
月
11
日
土
14
時
〜
16
時

　
（
受
付
13
時
30
分
〜
）／
参
加
無
料

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
民
会
館

▼
演
題
「
科
学
の
目

　

で
見
た
海
洋
プ
ラ

　

ス
チ
ッ
ク
ご
み
問

　

題
」

▼
講
師　

九
州
大
学

　

応
用
力
学
研
究
所　

磯
辺
篤
彦
主

　

幹
教
授

問
役
場
保
健
福
祉
環
境
課
環
境
保
全

係
（
82
―
１
２
３
２
）

▼
と
き　

３
月
１
日
水
13
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
庁
３
階
講
堂

▼
持
参
物　

筆
記
用
具
（
印
鑑
不
要
）

※
立
候
補
予
定
者
１
人
に
つ
き
２
人

ま
で
出
席
で
き
ま
す
。
ま
た
、
会
場

　

町
の
委
託
で
ジ
ビ
エ
肉
の
加
工
処

理
を
行
っ
て
い
る

ア
ル
ソ
ッ
ク
福
岡

株
式
会
社
が
、
道

の
駅
歓
遊
舎
ひ
こ

さ
ん
で
い
の
し
し

肉
と
し
か
肉
の
販
売
を
開
始
し
ま
し

た
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
「
添
田
町
産
」

の
ジ
ビ
エ
肉
を
お
試
し
く
だ
さ
い
。

問
役
場
地
域
産
業
推
進
課
有
害
鳥
獣

係
（
☎
82
―
１
２
３
７
）

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
雷
被
害
を
な
く

す
た
め
、
書
き
損
じ
は
が
き
な
ど
を

福
岡
県
司
法
書
士
会
で
は
、
２
月

を
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月

間
」
と
定
め
、
県
内
の
司
法
書
士
が

相
続
登
記
の
手
続
き
に
関
す
る
相
談

に
無
料
で
応
じ
ま
す
。

▼
期
間　

２
月
１
日
水
〜
28
日
火

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
司
法
書
士
会
会

　

員
事
務
所

※
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
で
、

最
寄
り
の
司
法
書
士
事
務
所
を
紹
介

し
ま
す
。
相
談
日
時
は
紹
介
先
の
司

法
書
士
と
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

問
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
―
783
―
544
）

　

本
人
と
家
族
の
困
り
ご
と
を
お
聞

き
し
、
解
決
に
向
け
た
相
談
支
援
を

行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
生

活
全
般
、
子
育
て
や
家
族
の
悩
み
が

あ
る
人
は
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

２
月
16
日
木
10
時
30
分
〜

12
時
、
13
時
〜
14
時
30
分
／
要
事

　

前
予
約

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
役
場

問
福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事
務
所

（
☎
44
―
８
６
3
１
）
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▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支

　

援
事
務
所
（
飯
塚
市
）

▼
対
象
者　

労
働
者
、
事
業
主

▼
相
談
方
法　

電
話
ま
た
は
面
談
／

　

予
約
優
先

問
福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
１
１
４
９
）

　

筑
豊
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
若
者
お
よ
び
就
職
氷
河
期

世
代
（
15
〜
49
歳
）
の
就
労
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

①
月
曜
〜
土
曜
（
祝
日
・

　

年
末
年
始
を
除
く
）
10
時
〜
17
時

　

②
毎
月
第
２
木
曜
17
時
〜
20
時

▼
と
こ
ろ　

田
川
サ
テ
ラ
イ
ト
（
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
田
川
１
階
）、
飯
塚

　

商
工
会
議
所
３
階
（
飯
塚
市
）

▼
支
援
内
容　

個
別
相
談
・
各
種
セ

　

ミ
ナ
ー
・
就
労
体
験
な
ど

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

問
筑
豊
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
☎
０
９
４
８
―
26
―
３
０
３
１
）

　

今
川
の
自
然
を
守
り
、
豊
か
な
水

環
境
を
後
世
に
残
す
た
め
、
流
域
４

市
町
村
で
結
成
さ
れ
た
「
今
川
流
域

市
町
村
連
絡
協
議
会
」
主
催
の
環
境

講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。

へ
は
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会　

（
☎
092
―
643
―
3
0
7
7
）

　

福
岡
県
で
は
特
定
不
妊
治
療
費
お

よ
び
不
育
症
検
査
費
・
治
療
費
の
一

部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
助
成
申

請
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。
必
要
書

類
な
ど
詳
し
く
は
事
前
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
期
限
を
過
ぎ

て
の
申
請
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
請
受
付
期
限　

３
月
31
日
金

※
治
療
終
了
日
が
３
月
中
に
な
る
場

合
に
限
り
、
４
月
28
日
金
ま
で
受
け

付
け
ま
す
。

問
福
岡
県
田
川
保
健
福
祉
事
務
所
健

康
増
進
係
（
☎
42
―
９
３
４
５
）

子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス

（
☎
44
―
８
６
１
２
）

　

相
続
や
借
金
、
悪
質
商
法
な
ど
の

身
近
な
法
律
ト
ラ
ブ
ル
に

司
法
書
士
が
W
E
B
シ
ス

テ
ム
を
介
し
て
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

２
月
18
日
土
10
時
〜
13
時

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
司
法
書
士
会
筑

　

豊
支
部
（
田
川
市
）

▼
定
員　

６
組
／
先
着
順

▼
予
約
受
付　

２
月
１
日
水
〜
定
員

　

に
な
り
次
第
終
了
（
土
日
を
除
く
）

▼
予
約
受
付
時
間

10
時
〜
16
時

問
福
岡
県
司
法
書
士
会
筑
豊
相
談
セ

ン
タ
ー
（
☎
44
―
２
５
3
０
）

　

労
働
者
や
事
業
主
が
抱
え
て
い
る

労
働
問
題
に
関
す
る
疑
問
や
心
配
ご

と
に
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相

談
内
容
に
応
じ
て
弁
護
士
相
談
も
連

携
し
て
行
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
1
人
で
悩
ま
ず
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

２
月
28
日
火
、
３
月
１
日

　

水
９
時
〜
20
時

　
（
受
付
は
両
日
19
時
30
分
ま
で
）

福岡県最低賃金が
改定されました

福岡労働局からのお知らせあ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　

（
敬
称
略
）

●人　口　8,828 人（ー17人）
●男　性　4,169 人（ー４人）
●女　性　4,659 人（ー13人）
●世帯数　4,534世帯（ー5世帯）

人の動き 12月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　２月７日火、２月21日火
●補聴器相談（役場ロビー）
　２月８日水（13時～）、２月10日金（15時～）
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　２月14日火、３月14日火
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　２月14日火（10時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）
●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍手
保健福祉環境事務所／予約制）
　３月１日水（13時30分～16時30分）
問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増進
　 課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

警察署からのお知らせ
●不法投棄に関する情報提供をお願いします
　田川署管内の山中で、建築廃材や家庭から出た
ごみなどの不法投棄が発生しています。山中で不
審な動きをする車両や荷台に大量の建築廃材など
のごみを積んだ車両を目撃した際は、車種・ナン
バー・色などの情報提供をお願いします。

問 田川警察署（☎42-0110）

12月の事故発生状況   （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　物件事故 9（±０） 95

　人身事故 ０（－１） 18

　死亡者 ０（±０） 0
　負傷者 ０（－１） 27

●出生　０ 人
●死亡 11 人
●転入　９ 人
●転出 15 人

納期限のお知らせ
●２月28日火が納期限です
　▷国民健康保険税（８期）
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎ 82-1234）
　▷後期高齢者医療保険料（８期）
問 役場住民課保険年金係（☎ 82-5966）
※口座振替日は２月27日月です

あ
な
た
と
歩
む
、
司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

解
雇
・
雇
止
め
集
中
相
談
会

お
知
ら
せ

司
法
書
士
会

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」

Information くらしに役立つ情報満載

　特定最低賃金に該当しない産業は、福
岡県最低賃金（１時間900円）が適用さ
れます。詳しくは問い合わせください。

問 福岡労働局労働基準部監督課賃金室
　（☎ 092-411-4578）

地域別最低賃金

福岡県最低賃金 １時間９００円

特定最低賃金
製鉄業、製鋼・製鋼圧延業、

鋼材製造業 １時間１，０１０円
電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情報
通信機械器具製造業

１時間９７７円

自動車（新車）小売業 １時間９８７円

輸送用機械器具製造業 １時間９８７円

百貨店、総合スーパー １時間９００円

地
雷
撤
去
の
た
め
、書
き
損
じ

は
が
き
を
集
め
て
い
ま
す

福
岡
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

千々和智子社中展「生花と手芸品」
◎と　き ２月25日土 ～ ３月12日日の水・土・日曜日
　　　　　水曜日・日曜日／10時～16時
　　　　　土曜日／13時～16時
◎ところ　国指定重要文化財中島家住宅
※千々和さんの心温まる手作りの作品を
ぜひご覧ください。
問 廣田さん（☎ 090-1875-3111）

第32回 町民バドミントン大会

問 教育委員会社会教育課（☎82-2559）

参加者募集

第

参

◉とき ３月 12日日９時開会
　　　 　（受付８時45分～）

◉ところ　添田町体育館

◉参加資格　町内在住者・在職者

◉コース　Aコース（上級者）
　　　　　Bコース（中級者）
　　　　　Cコース（初級者）
　　　　　Dコース（小学生など）

◉競技方法　性別なしのダブルス

◉参加費　無料

◉申込期限　３月６日月

※社会教育課社会教育係に申
込用紙を提出してください。詳しく
は問い合わせください。

会

会

集
め
て
換
金
し
、
地
雷
撤
去
団
体
へ

寄
付
し
て
い
ま
す
。

は
が
き
２
〜
３
枚
で
、

１
㎡
の
地
雷
撤
去
費

用
に
な
り
ま
す
。

▼
対
象
品　

書
き
損
じ

　

は
が
き
、
未
使
用
は

　

が
き
、
未
使
用
切
手
、

　

未
使
用
テ
レ
ホ
ン
カ
ー

　

ド
、
Q
U
O
カ
ー
ド
、

　

図
書
カ
ー
ド
な
ど

▼
募
集
期
限　

３
月
31
日
金
必
着

▼
送
付
先　

〒
814
―
０
０
０
２　

福

　

岡
市
早
良
区
西
新
１
―
７
―
10
ー

702　

一
般
財
団
法
人
カ
ン
ボ
ジ
ア

　

地
雷
撤
去
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
宛

問
一
般
財
団
法
人
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷

撤
去
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
☎
092
―
833
―
７
５
７
５
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽
故
谷
口
節
美
（
下

　

落
合
）
▽
故
伊
藤
満
壽
枝
（
上
中

　

元
寺
）
▽
故
出
口
マ
サ
子
（
野
田
）

　

▽
故
森
本
一
郎
（
野
田
）
▽
故
椋

　

野
惠
美
子
（
添
田
東
）
▽
故
代
谷

　

國
夫
（
添
田
東
）
▽
故
森
チ
ヱ
ノ

　
（
新
城
）

　
　
　
（
令
和
5
年
１
月
16
日
現
在
）

不
妊
症
や
不
育
症
に
悩
む

ご
夫
婦
を
支
援
し
て
い
ま
す

第
７
回
環
境
講
演
会

【
添
田
町
産
】
い
の
し
し
肉
・

し
か
肉
が
販
売
中
で
す

若
者
・
就
職
氷
河
期
世
代
の

就
職
支
援

雷
撤
去
団
体
へ

じは

困
り
ご
と
無
料
相
談
会

指定避難所取り消しのお知らせ
●建物の解体により、指定避難所を取り消します
　▷津野生活改善センター
　▷岩瀬・新城集会所
問 役場防災情報管財課防災安全係（☎ 82-4002）



　

今
月
は
「
防
災
情
報
管
財
課
」
が
担
当
し
ま
す
。
防
災
情
報
管
財

課
に
は
、
防
災
無
線
や
消
防
団
の
関
係
な
ど
自
然
災
害
や
火
災
か
ら

皆
さ
ん
を
守
る
た
め
の
業
務
を
担
当
す
る
「
防
災
安
全
係
」、
自
治
体

業
務
の
根
幹
と
な
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
の
情
報
処
理
を
担
当
す
る

「
情
報
管
理
係
」、
庁
舎
や
町
有
財
産
の
管
理
を
担
当
す
る
「
管
財
係
」
の
３
つ
の
係
が
あ
り

ま
す
。
当
課
の
担
当
す
る
業
務
の
中
で
、
最
近
、
特
に
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
「
防
災
」

と
「
デ
ジ
タ
ル
」
の
分
野
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
▼
近
年
、
地
球
温
暖
化
に

伴
う
気
象
状
況
の
激
化
に
よ
り
、
突
発
的
に
発
生
す
る
激
甚
な
災
害
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
の

施
設
整
備
に
よ
る
ハ
ー
ド
対
策
や
行
政
主
導
の
ソ
フ
ト
対
策
の
み
で
は
災
害
を
防
ぎ
き
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
「
自
ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
」
意
識
を
も
っ
て
、
自
ら
の

判
断
で
避
難
行
動
を
と
り
、
行
政
は
そ
れ
を
全
力
で
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
▼
添
田
町
で
も
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
や
避
難
行
動
要
支
援
者
の
調
査
で
の
ご
協
力

な
ど
、
皆
さ
ん
が
地
域
の
中
で
積
極
的
に
防
災
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
機
会
が
増
え
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
な
ど
地
域
の
災
害
リ
ス
ク
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

▼
危
険
が
迫
っ
て
い
る
場
合
に
、皆
さ
ん
に
早
期
に
避
難
行
動
を
と
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

必
要
な
情
報
を
速
や
か
に
、
正
確
に
、
確
実
に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
町
と
し
て
も
、

防
災
無
線
や
防
災
ラ
ジ
オ
以
外
に
、
ア
プ
リ
や
L
I
N
E
、
S
N
S
な
ど
様
々
な
手
段
を
通

じ
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
避
難
情
報
な
ど
を
的
確
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

一
昨
年
か
ら
配
布
を
開
始
し
た
防
災
ラ
ジ
オ
を
ま
だ
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
無
料
で
貸
し
出

し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
▼
も
う
一
つ
の
「
デ
ジ
タ
ル
」

の
分
野
で
は
、
皆
さ
ん
も
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
い
う
言
葉

を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
国
に
デ
ジ
タ
ル
庁
が
発
足
し
て
１
年

余
り
、自
治
体
の
D
X
推
進
の
動
き
が
本
格
化
し
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
令
和
７
年
度
か
ら
、

住
民
記
録
や
税
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
な
ど
の
業
務
が
標
準
化
し
統
一
さ
れ
て
、
行
政
手
続

き
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
可
能
に
な
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
改
修
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
▼
こ
の
よ

う
な
自
治
体
業
務
の
変
容
と
併
せ
て
、
皆
さ
ん
の
日
頃
の
生
活
が
便
利
に
な
っ
て
地
域
が
活

性
化
す
る
こ
と
で
、
地
方
と
都
市
の
差
を
縮
め
る
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」
の
取

り
組
み
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
方
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
地
方

に
住
ん
で
い
て
も
都
市
の
資
源
・
情
報
を
活
用
で
き
、
ま
た
逆
に
、
地
方
の
豊
か
さ
・
ゆ
と

り
を
都
市
で
も
実
感
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
で
、「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
に
み
ら
れ

る
よ
う
な
、
日
本
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
多
様
な
働
き
方
や
質
の
高
い
生
活
を
実
現
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。
英
彦
山
を
は
じ
め
と
す
る
雄
大
な
観
光
資
源
を
有
す
る
添
田
町
の
特

性
を
活
か
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
効
果
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
▼
次
回
は
、
ま
ち
づ
く
り
課
が
担
当
し
ま
す
。

令
和
３
年
５
月
号

そ
え
だ

2021

◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

広報

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp

◉防災無線放送内容確認サービス（☎31-5002※１月29日から電話番号が変わっています）火災については、☎42-0119におかけください。

平
成
28
年
２
月
号

そ
え
だ

広報

２
2023

令
和
５
年
２
月
号

早生樹センダン記念植樹祭が桝田の百坂町有林で行われました。伐採までに50年かかる町に多いスギやヒノキと比べ早生樹のセンダンは植樹から20年程と短く、「植えて、育てて、伐って、作って、使う」という持続可能な森林サイクル構築のため、福岡・大川家具工業会などの協力で添田小６年生や関係機関が植樹しました。

添田小学校  未来につなぐ森づくり

に多に多多ににに多に多多に多に多多いスいスススいスいスいスいススいいスギやギやギやギやギやギやギやギやギギやギやギやギやヒノヒノヒノヒノヒノヒノヒノヒノヒノヒヒノヒノヒヒノノキとキとキとキとキとキとキとキとキとキキとキとキキとキキとキととと比べ比べ比べべ比べ比べ比べ比べ比べ比べ比べ比べ比べ比べ比べ比べべ比べべ比べべべべべ早生早生早生早生早生早生早生早生早生早生早早生早早生早生早早生早生早生生生早早生早早 樹の樹の樹の樹の樹の樹の樹の樹の樹の樹の樹の樹の樹の樹のの樹樹のの樹のの樹の樹樹のセンセンセンセンセンセンセンセセンセンセンセンセンセンセセセセンセンセンセンンセセセ ダンダンダンダンダンダンダンダンダダンダンダンダンダダンダンダンンダンンダは植は植は植は植は植は植は植は植は植は植は植は植はは植は植はは植植植植は植植樹か樹か樹か樹か樹か樹か樹か樹か樹か樹か樹か樹樹樹樹か樹か樹樹か樹 らららららららららららららららら202020020202020202020202202020年程年程年程年程年程年程年程年程年程年程年程年程年程年年程年年年程年程程程年程年程程と短と短と短と短と短と短と短と短と短と短と短と短と短と短と短と短短短と短短短短短く、く、く、く、く、く、く、く、くくくく、く、く、くくくくく 「植「植「植「植「植「植「植「植植「植「植「植「植「植「植「植「植「植植植「植植植「 えてえてえてえてえてえてえてえてえてえてえてえててえてえてえてえててててえて、育、育、育、育、育、育、育育、育育育、育育育、育育、育、育育育、育育、育、育育、育、育育ててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて、、、、、、、、、伐っ伐っ伐っ伐っ伐っ伐っ伐っ伐っ伐っ伐伐っ伐っ伐っ伐っ伐伐っ伐っ伐伐っ伐伐伐っ伐 てて、て、て、て、て、てて、て、てて、て、てて、て、て 作っ作っ作っ作っ作っ作っ作っ作っ作っ作っ作っっ作っ作作作作っ作っ作っっ作作作作 て、て、て、てて、て、て、て、ててて、て、てて、て、てててて 使う使う使う使う使う使う使う使使う使う使う使使う使使う使ううう使う使うう使使ううううう」と」と」と」」と」と」と」と」と」と」と」と」と」と」と」と」と」」と」とと」」 いういういういういういういういういういういういういういいうういういいういういういううういういうういいいういうう持続持続持続持続持続持続持続持続持続持持続持続持続持続持続持持持続持持続持続持続持続続続続続続持持続持続持続可能可能可能可能可能可能可能可能可能可能可能可能可能可能可能可能可能可能可能可能可能能可可能可能可能能可能可可可可可可可可可能可可 な森な森な森な森な森な森な森な森なな森な森な森な森な森な森森な森森な森な森な森な森な森な森森森森なな森な森森森森森森林サ林サ林サ林サ林サ林サ林サ林サ林サ林サ林サ林サ林林サ林林サ林林サ林林ササ林林林林林サイクイクイクイクイクイクイクイクイクイクイクイククイクイクイクイクイイクイクル構ル構ル構ル構ル構ル構ル構ル構構ル構ル構ル構ル構ル構ル構ルル構ルルル構ル構ル構ル構ルル構ル構ルル構築の築の築築の築の築の築の築の築の築の築の築の築の築の築の築の築の築の築の築築の築築築の築のの築の築 ためためためためためためためためためためためためためためためためためためめためためためためめたため、福、福、福、福、福、福、福、福、福福福、福、福、福、福、福福、福福福、福福福福福福岡・岡・岡・岡・岡・岡・岡・岡・岡・岡・岡・岡・岡・岡・岡岡・岡・岡岡岡岡・岡岡岡岡岡岡岡岡岡 大川大川大川大川大川大川大川大川大川大川大川大川大川大川川大川大川大川大大大大大川大川大川川川大大 家具家具家具家具家具家具家具家具家具家具家具家具家具家具家具家具家具家具具具具家具具具具家具具具家家家家家家 工業工業工業工業工業工業工業工業工業工業工工業工業工業工業工業工業工業工業工工業工業工業業工工工工工業業業会な会な会な会な会な会な会な会な会な会な会な会な会な会会な会会な会会会な会な会会会などのどのどのどのどのどのどのどのどのどのどのどののどどのどのどのど 協力協力協力協力協力協力協力協力協力協力協協力協力協協力協力協協力力協協協力協力協協 で添で添で添でで添で添で添で添で添で添で添で添でで添で添で添で添で添田小田小田小田小田小田小田小田田小田小田小田小田小田小田小小田小田小田小小田 ６年６年６６年６年６年６年６年６年６年６年６年６年６年６年６年６年６年６年年６年６年年６年年６年６年６年６６年６年年生や生や生や生や生や生や生や生や生や生や生や生や生や生や生や生や生や生や生やや生や生や生やや生生や生や生生生生やや生やや関係関係関係関係関係関係関係関係関係関係関係関係関係関係関係関係関係関係関係係関関関係関係関係関関関関係係係係係機関機関機関機関機関機関機関機関機関機関機関関機関機関機関機関機関機関機機関機機関機関機機関が植が植が植が植が植が植がが植が植が植が植が植が植が植が植がが植が植が植が植が植植が植が植が植ががががが植植樹し樹し樹し樹し樹し樹樹し樹し樹し樹し樹し樹し樹し樹し樹し樹樹し樹し樹し樹樹樹樹樹樹 ましましましましましましましましましましましまましましましましししまましまま た。た。た。た。た。たた。た。た。た。たた。たた。たた。。

早生樹 センダン 記念植樹


	1p.pdf
	2-15.pdf
	16p.pdf

